
東京でも定期的に井原デニムのイベントを開催

1901年、井原で「備中小倉織」と呼

ばれる厚地の藍染織物が生産され

るようになると、丈夫な生地として学

生服や作業服として人気となり、国

内だけでなく世界各国にも輸出され

るようになりました。その中に「裏白」

と呼ばれる表面が藍、裏面が白の織

物があり、これがアメリカのデニム生

地と同じもので、国産デニムのルー

ツと言われています。現在、井原では

昔ながらのシャトル織機で織るセル

ビッチデニムをはじめ、ジャガードな

どの柄物や、染料・原料にこだわっ

たものなどさまざまなデニムを生産。

その高度な技術は欧米のバイヤー

から絶賛され、今もなお数多く輸出

されています。しかし、アパレル製品

を見ても使われている生地がどこ産

か明記されているものは少なく、多く

のブランドやメーカーで井原産デニ

業界内で絶賛されるも、
一般人への認知が低く
弱かったブランド力

商標取得で認知度と
ブランド力が向上、
地域全体へ効果を波及

ム生地が使われていても、それを

知っている人は少数です。世界的に

も評価の高い井原のデニムを地域

ブランドとして確立し、地場産業とし

て成長・発展を図るため、井原商工

会議所は2019年2月、「井原デニム」

の地域団体商標を取得しました。

井原商工会議所は、井原被服協

同組合、備中織物構造改善工業

組合とともに「井原デニム審議

会」を設置。「井原デニム」の商標

を使用したいと申請のあったアパ

レル製品を審査し、認定された

製品だけが商標を利用できる仕

組みを作り、ブランドとしての高

い品質を保っています。こうして、

商標を取得したデニム生地だけ

でなく、最終的なアパレル製品に

もそのブランド力を付加していく

ことで、井原地域のデニム産業

全体にその効果をもたらしていま

す。また、商標取得により知名度

が向上し、百貨店などからの問い

合わせが増加。現在は月に1回の

ペースで百貨店などでの催事が

行われ、「井原デニム」をPRする

新しい機会となっています。その

他にも、マスコミからの取材や、

「井原デニム」を使った製品のク

ラウドファンディングなどの提案

も受けていると言います。現在、

井原商工会議所は行政や関連

団体と協力し、「井原デニム」の

ブランド力を活かした地域活性

化に取り組んでいます。明治期の

元料亭旅館を、内装や家具にデ

ニムを使用したホテルに改装。デ

ニム関連ショップ、飲食店などを

整備し、衰退が進む商店街を

「井原デニムストリート」として観

光地にする計画が進んでいます。

「井原デニム」は地域団体商標に

よって高まったブランド力を、デ

ニム産業、引いては地域全体の

活性化にもつなげています。
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業界内では高い認知度を
一般の消費者へも広げ、
ブランド力の向上を図るため、
地域団体商標を申請

地域団体商標を取得し、
デニム（Denim）の「D」と
井原の「井（＃）」を組み合わせた
ロゴマークも作成

「井原デニム」ブランドを
地域の共有財産として
育てることで、地域全体での発展、
成長を図る

STEP 1 2017年10月 STEP 3

井原駅に併設されている
「井原デニムストア」。
2020年3月には
井原デニムと
コラボレーションした
ホテルも開業予定。

【権利者】 井原商工会議所
【住所】 岡山県井原市七日町13番地
【地域団体商標】 井原デニム
【商標登録】 第6125221号

井原商工会議所
ホームページへ

ブランド力向上事例

岡山県井原市は、デニム生地の工場や染色・縫製・加工工場などが集積するデニムの一大産地。1960年頃、日本最初
の国産デニム生地を作ったことから「デニムの聖地」と呼ばれています。海外ハイブランドもデニム生地を買い付けに
来るほど業界では有名な井原ですが、一般の消費者への認知度は高くありません。デニム産地として井原の名を国内
外に広め、地場産業の成長、地域の発展を目指し、地域団体商標を取得しました。

地域団体商標を取得し、
歴史ある地域ブランドを
守り抜いていく

井原デニム
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地域団体商標
ブランド力向上事例

岡山県 井原市

「井原デニム」を生産する工場の様子

地域ブランド 10の成功物語

商標取得後、取材やコラボレーションなどの
問い合わせが急増しています。高まった「井
原デニム」のブランド力を地域全体に広げ、
井原を盛り上げていきたいと思っています。

井原商工会議所
この方にお話を聞きました！

会頭

川井 眞治 氏

「井原デニム」という商標を取ったことは
私たち生産者にとっても、自分たちの製
品とその価値を知ってもらえる良いきっ
かけとなっています。

備中織物構造改善工業組合
この方にお話を聞きました！

商標取得によって、店舗でお客様に製品
の良さをお伝えしやすくなりました。それ
で井原に興味を持たれる方もおり、製品
と地域のPRに役立っていると感じます。

おのはなこ商店
この方にお話を聞きました！

理事長

黒木 立志 氏

代表・クリエイター

小野 華子 氏




